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これから年木にかけての 11 月・ m2 月は、 交通事故などが 増える時期 

です。 全国の死亡事故件数を 見ると、 過去 10 年間で平成 4 年の 11,451 
人をピークに 減ってきているものの、 平成 11 年度は 9,006 人もの人が 
交通事故で亡くなっているのです。 

また、 福岡県全体で 死亡下放件数を 見ると過去 10 年間で、 平成 2 年 
の 411 人をピークに、 午 。 減ってきてはいますが、 平成 11 午は 310 人が 
亡くなっています。 その中で高齢者 (65 歳以上 ) の死者数は 109 人で、 
全体の 35.2 ㌫も占めているのです。 
「みんなが気を 付けているから、 車故 件数も減っているじゃないか。 

そんなに大騒ぎすることもないじゃな いロ という声も囲こえてきそ 

ぅ ですが、 それは大きな 間違いです。 
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クラフ 2 ●福岡県内の 事故の違反別死者数 

( 平成 l2 年 l 月一 8 月 ) 
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交通 昨年岡垣町で 今年の 9 月末で人身事故 発生した人身事故 113 件・物損事故 L95 件・物損事故 372 件と、 595 件。 昨年度 
ノレ 同月と比べると、 交通事故などの 件数は減ってぎています。 

しかし、 これから年末・ 年始にかけて 交通 景 が増える時期 

です。 皆さん、 車の運転には -t- 分に気を村けてください。 

全国的にみると、 平成 5 年 こ ・ろから高齢者の 死者数が 、 若 

者の死者数を 上回り、 その後、 差はますます 拡大しているの 
ですが、 囲垣 W で見るとそういう 点はとくに見られ 々 、 若者 
の事故件数の 方力鏡 / いようです。 

  これは，老人クラブ や スポーツクラプなどで ，毎事故 血逮 

反 " チャレンジ 1 ㏄ " などに挑戦したり・ 交通安全教室など 

  く ‥こ を受けて，日ごろから 交通安全に気を 付けている結果だと 居、 

だと かます。 
高齢者の交通事故が 比較的に少ないのは・ 福祉バスやケア 
ク タ シ 一など、 高齢者の環境にあ ったサ ーヒ スが展開されて 
いるのも、 要因の一つではないでしょうか。 

囲垣 W は、 宅地開発が進みこれからもっと 人口も増えてくると 思います。 都心部と迫って 主要道路をはずれると、 
交通竜は少ないのですが、 ここで注意しなけれぱいけないことが、 団地など見通しの 悪いところへの 違法駐車です。 

J R 海老津駅双広場でもそうですが、 帰宅ラッシュ 時になると，道路わきに 違法駐車が日立ちます。 車社会といわ 

れる現代、 - 家に 2 一 3 台車を所有しているところもあ ると思いますが、 違法駐車している 車の陰から子どもが 出で 
きて事故につながるということは、 いつ起こってもおかしくないのです。 

福岡市と北九州市の 中間に位置する 岡垣町は、 主要道路 ( 国道 3 号・ 旧 同道 3 号 ) があ り、 W 内者の事故よりも、 
W 外 者が薄 i 故を起こす場合の 方が、 多く見受けられます。 とくに赤井手交差点や 岡 垣 バイパス 東 交差点などは、 事故 
発生率 力 ㍉ 自 いところです。 こういう状況に 巻き込まれないためにも、 歩行者も交通ルールを 守ってほしいと 思います。 

  

目の前にあ る日的地に与 - く后 こうと、 道路を横断するのを 見かけます 

が、 車がまだこないだろうと 用、 って道路を横断するのではなく、 ちゃんと 

横断歩道を渡りましょ つ . 
また、 交通世の少なくなった 夜間の遇 行 にも注意を払いましょう。 夜間 
は 、 交通量が少ないため・スビードの 出し過ぎが日立ちます。 こういう 状 

況 に巻き込まれ ると 、 通常 よ り大きな事故になるケースが 多いからです。 

最近では、 高齢者のドライバーも 増えてきていますが、 高齢者は自分の 
運動能力などを 把握し、 心にゆとりをもって 車の連 輯 なしてください。 

交番からのお 願いです。 車社会といわれる 現代、 一人ひとりの 心がけが 

身を結ぶことは、 間違いようの 無い事実だと 思います。 交通ルール やマ 

ナ一 を守れば事故もなくなるのですから         
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Ⅰグループ歌合戦 8 千鶴 伽 ライブ 2000 
  

-. イ   ・                       役場職員による " まつり 
  岡垣 盛り上げ 隊 " の 企画、 

古 @ 「あ なたもスタ一だ ! ダ ル 一 

ワ 歌合戦」。 

力 0 人った歌声を 披露し 

てくれた 4 組の出場者の 中、 

優勝は、 黒田 接 子さん親子 

( 吉木 ) でした。 

海がめのセレナ・セレス 

も登場し、 子どもに大人気 

の ". ほき ママのおはロッバ   

を 披露したグループも 参加 

していました。 

「 オソ ，、 一 Ⅱ」 

場は大盛り上がり。 

帰郷ライフで、 熱唱 郡内の食生活改 善 推進会が 、 いろいろなへルシー 
してくれた千把 柳 さん 展示、   参観者の目を 引いていま 

検診と展示とシンポジウム 

ケット &, 出店 
    
  

  櫛 "         澤江 
    得たフリーマーケットや 出店。 ト @ ト 
@ 料理を出店したお 店は、 大人気でした。 / ヱ 

棄ノ 

主， ョ ンヨー 
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館内各会場で 仁 

ん ハイハイ大会苦 

の協力を得て 、 申 

    
歯の健康フェスティ ， t ノ L をはじめ /-¥ ミンクホール て 赤ちゃ 

Ⅰが行われ、 婦人会や社会福祉協議 芸 、 遠賀郡消防署など 
ォ なコーナーも 設けられました。 また、 囲垣サンリーアイ 

駐車場には、 検診 車 かずらりと並 びま 
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珠員 ・救助隊員の 姿での写真 7 レゼン 
ト や 、 パネル展示、 心 肺 疎生法の体験 

などが催され、 わが子を抱きかかえて 

写真を写す親子連れが、 多数見受けら 

れました。 
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豊かな心を育てる 教育活動の創造 
    っが 

  

海老 漢 小学校倉教育研究発表会 
豊かな心を育                                                                                                                         ） 
17 日、 海老 澤 小学校で食教育研究発表会が 拙され 

ど 

ました。 
    ，学年は「 食 と白 然 」、 2 学年は                                               3 学年は「 食 と地域」、 4 半年 は 「 食 と環境」、 り 「 @ 
，学年は「 食 と                                                     「 食 と文化」と題し、 ・ 

昨年度から活動を 開始し、 桂み正メ ョ できたことの 

研究発表会となりました。 … @-. 」 ノ l ヤ ・ p 、， ， Ⅰ l 芥艮 と ，目     
ズ 

などの研究発表では、 し 児童たちは様々な 話に耳を傾けていました。 

竹井久美子海老 津 小学校長は、 「昨年度から 県と町の研究指定・ 委嘱を受け、 食の体験活動を 生かし た 教育活動を「 l. 失 し、 子どもの豊かな 心を台 網んできました。 子どもたちは、 命 Ⅲ を 土日 む 

  

大切なものとして 受 !. ナ                               や " 多                                                                                                                               が少しず つ 芽生えでき 

ています。 PTA の 皆さ                                                                                                                                       ぅご ・ざいます。 」 と言舌してくれま 

した。 

ぬ 

ヲ 
｜ 

） 
  Ⅰ てく き 舌 、 るよ 植え ーと アイ の 令 律 -r 、 学校 四千 つ、 し @ ｜ 舌 よ れ 日 0 

ⅠⅠ 運動中学校 ・生ました Ⅰ 竜 美しい の ） ｜し ヤキ ㈹ さん（ 苗楠 の した。 参加者 認識を @ 小 て 、 ヰ牡 
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今こそ き えよう「環境問題   
まちづくしシンポジウム 

。 環境問題 " をテーマ                                                           辻 ンリーアイ " Ⅰ 、   一 "     まちづくしシンポジウ ヱ、 が わわれました。 

    ， 第 1 部では、 幸田 ノャ一 ミンさんをコ -   ディ ィ、 一タ 一に迎 

え 、 3 人のパネリスト「松田 布 佐子㈹環境経済研究所長・ 高 

橋秀 杉 さん ( 公田通り 西 ) . 万恨 功 岡垣町長」が 様々な角度か 

らの点兄を発表しました。 また、 第 2 部では、 ムツゴロウさ 

んこと 畑 正憲さんが、 経験をいかした 曲演を行いました 
600 人を超す 参 僻者は、 きれいな空気・おいしい 水 ・美しい 

線 を 21 世紀に残しでいかないといけないと、 考えを新たにし 

仁一 @ ㌔ "" ていました、 

素直に心を表現して       
  ぬくおガ 県民文化祭俳句大会特選入賞・ 入選 

l0 月 21 Ⅱ、 コミュニディのおがたで、 ふくおか県民文 

比奈俳句大会特選 ノ 、 官 ・人選した古木小学校の 児 帝 5 人 「国乱 敬佳恵 さん ( 吉木 ) . 木下純一くん ( 公図 匝 - @ 申 ) 

小島清火くん ( 吉木 ) . 長谷川 龍也 くん ( 分 囲舶 :) 西 : . 岡 
麻衣子さん (7 材木 ) 」に、                                                                                             われました       

今年か自 ， Ⅱ・・￥ : 牛 ．の部が設定され、 300 句を超える応募 

                品の中からの 受宜 でした。 

特選 - 席 同武敬佳思 さんの作品 

タンポポのわたしの 荷物は純 と夢 

  
  

  平和と友好 アジアから世界へ     
囲垣国際交流フェスティバ ) し 

  
10 Ⅱ 21 日 、 岡 如 サンリーアイで 岡地回隣交流フェスティバル 

が問 拙されました・ 

  
第 Ⅰ部では、 " 平和と友好 アジアから世界へ " と捜し、 8 

人の児 圭 ・生徒が体験などを 通した感想を 述べま l- た 。 友田 亜 

  紅茶さん ( 野間 1 ) は 、 「シドニーオリンピックでの 大 輔 民同 と 

  朝鮮民主主．義人民共和国の 合同入場行進や 南北共同宣言など、 

  
  を実 J 脱しょうとする 期待 を アジアから 川     『 へと アビールしたの 

  言舌しました． -   
  

は 記念講演としで、 福岡韓国教育 院 院長の金 

と 題し講演が行われ、 第 3 部では、 九 
生徒さんたちによる、 舞踊や合唱が 披 

会 副会長の神谷貞夫さん ( 上市 倉 ) は 、 

ます。 」と話しました。 
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くすの木の会の 皆さんによる サンタクロースに 模百 いを込めて 

バラエティ一に 富んだ「読み 聞かせ」 「クリスマスリース 作り」 

これらの育児サークルが 綿毛となり、 各地域に生き 生きとしたタンポポが 咲くよう 
に 、 まずはあ なたも育児サークルに 参加してみませんか ? 
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  白帝 咄 糖 心臓 こ推 患 お 一の 習 な ス 糖 

  更年期とご飯のいい 関係 

①きのこご飯 
  イ介介ロ ヨ生色 " つ "Q 億 

    
らの六曲 慣動 Ⅰ 力 ム ロ気 固 しグ レ @ ノ尹 、 ボ吊 よい ｜ ， 値 の す (1 ・℡ よ 本性 @ 

    。 も よ " " " """ 

病 増備 きコす 
    

く のの材料 4 人分 ) 

し Ⅰ "   
ダ j 由 ( 小さじⅠ /  2) 

治 切らまな               

く のの作り方 ) 
  

に ) 米は 、 油を人れで普通に   炊       、 こ さ       至事 @ キ l さ る 

らにする。     ・ 予 な し き ま と     き め さやは、 ゆでで斜めり」 リ 

⑤油を熱して② らす 干 しと A を (3W) 入 の野菜を炒め、 れで、 強火で汁気Ⅰ し フに 

がなくなるまで 煮る       

ぜ でできあ がり。   
人柄り あ 解が下 レ ょ 迎が得に 要下こな   

く ②の材料 4 人分 ) 
      ， 米 (280 グラムハー : 里芋 (120 グラム、                 

にんじん (30 グラム @; しらす 干 Ⅱ 10 
耐糖能 異常改善の 3 原則 

グラム ) ，しめじⅡ 0 グラム );-: き めさ 
  

や Ⅱ 5 グラム バ j@ 酉 ( 『さじ 1 )         0 薄口しょ 

ぅ油 ( 小さじ 4 )C みりん ( 不 - さ           食生活の改善   運動不足の解消   

く ②の作り方 ) 
                  里芋は 、 皮をむいで 1;, 厚さ㈹ 半 Ⅰ ⅠⅠ   にんじんは千切 り し め じ Ⅰ 

Ⅰ● Ⅰ 
缶 

はばらばらにする。 しらす干しは   Ⅰ 缶 

肥満の解消 湯 に通す。 ● 托 摂取 ヵ ロリー てし 

Ⅰ 
  

              米 に水、 調味料とを加え・ て 炊く       ●ち性 i)   旺 垣 Ⅲ・・ /@ イヒ ランスの Ⅰ   Ⅰ ●インスリンの ぽ @J 

㈹ ゆでたき ぬ さやを斜め・ - 丁 - 切 j にし                               Ⅰ 缶                                   

- Ⅰ C2) に混ぜ「 c 、 できあ がり     寸，，ラ ・ ， r;; 臆 。 レ 
岡垣町食生活改善推進会 耐糖能 異常の改善   
( ヘルスメイトの 会 ) 
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この コ 」 ナ 二では、 町内で活動して 

いるスポーツクラプを 紹介します。 今 "@@ 回は 、 代丘 C B E の 太田善美さん 

( 海老 津 ) ど ・ハートビ テト ・㈹代表事 
谷 亜紀さん ( 松ケ 合百れこ手話しをお 聞 

きしました。 
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 OC 日 三丁毎週火曜日午双 l0 時 ～ ll 時まで町民 か 

武道館で活動しています。 
き圭 

0 八一トビート 二 毎週木曜日午双 l0 時 ～Ⅱ 暗 ま せん 

で 町民体育館で 活動しています。 托 

六景後に活動の 抱負 

まだまだ若々しいメンバ 一ですが、 年齢を重 

ねても元気に 身体を動かせるようにがんぼって 

じきに い です。 あ なたも い つしょに 、 さねやか 

な汗を流しま 亡んか。 

化 いっ U# に 活動したい人ぼ ? 
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APN. 矢沢柴 

参加する人も 読む人もめれな 友達。 こ 
のコーナ一でひとつになって 楽しもう。 
「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願いを 
込めた読者のぺ ー ジです。 

薬 しがったこと．悲しかったことから 
地区の活動まで．また、 イラスト / 4 コ 
マまんが・俳句・ 川 m0 などの作品もあ 特 
有しています。 
応募 先 Ⅰ〒 8@l-42 ㏄岡垣町大字野間 697 
  l 岡垣町役揚地域振興 諜 ・広報「 ど く 

しゃの私書箱 」 係 
Ⅹ応募 は がきには「住所・ 氏名 ( 紙上匿 
名も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れな 

く。 
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  改正 自 改正後 
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様 立ム @ ィ d;   項 H 化された 記我 
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も
の
か
ら
、
電
子
公
印
に
変
 

ね
 り
ま
す
。
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
の
戸
籍
は
、
 

従
来
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
、
 

婚
姻
・
離
婚
や
死
亡
な
ど
の
事
項
が
 

全
部
ま
た
は
一
部
の
事
項
が
省
略
さ
 

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
 

る
証
明
書
が
必
要
 町
 と
き
は
、
「
改
 

製
原
 戸
籍
」
の
交
付
を
請
求
し
て
い
 

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

戸
籍
事
務
の
迅
速
化
・
簡
素
化
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
 向
上
の
た
 

め
 、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
戸
籍
業
務
シ
ス
テ
 ム
を
 桂
月
 4
 

日
 （
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
 

戸
籍
の
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
、
戸
籍
の
原
本
 の
 作
成
 お
 

よ
び
証
明
書
の
発
行
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
ま
た
 、
テ
は
叩
 
～
圭
三
，
 

七
 

見
 や
す
く
分
か
り
や
す
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
町
民
 課
 住
民
 係
へ
 

戸
籍
の
作
成
が
 

よ
り
早
く
・
正
確
に
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
で
、
よ
り
早
く
・
 

正
確
に
戸
籍
を
作
成
し
、
各
証
明
書
 

を
発
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
 

す
 。
 
一
週
間
程
度
か
か
っ
て
い
た
、
 
戸
 

証
明
田
の
様
式
が
 
B
4
 判
の
縦
 苦
 

き
か
ら
 A
4
 判
の
横
 謂
 き
に
 変
ね
 り
 

ま
す
。
記
載
内
容
も
項
目
別
に
な
る
 

の
で
、
従
来
の
戸
籍
謄
本
・
抄
本
に
 

比
べ
て
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
 

も
の
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
証
明
善
の
用
紙
 
は
 コ
ピ
ー
 

に
よ
る
偽
造
を
防
ぐ
た
め
、
 
地
 模
様
 

旧
 
大
字
野
間
 

6
9
7
 

番
地
の
 

1
 

新
大
字
野
間
 6
9
7
 

番
地
 

1
 

現
在
の
戸
籍
は
 

㎜
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
、
従
来
の
戸
 

語
原
本
 は
 
「
 
改
製
原
 戸
籍
」
と
呼
ば
 

れ
 ℡
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。
 

戸
籍
事
務
を
 コ
 ン
ピ
ュ
ー
タ
 化
 

｜
 
証
明
書
も
よ
り
見
や
す
い
も
の
に
 

｜
 更

に
な
り
ま
す
。
 

%
 交
付
手
数
料
は
 

証
明
書
の
様
式
 変
わ
り
ま
Ⅱ
 

 
 よ
り
 変

わ
り
 ヒ
ん
 。
 

-
 
ま
す
 

場
合
の
戸
籍
・
戸
籍
の
附
票
お
よ
び
 

住
民
票
の
地
番
表
示
方
法
が
 
、
 例
の
 

よ
う
に
「
の
」
の
字
を
削
除
し
て
表
 

記
さ
れ
ま
す
。
 

（
例
）
 

 
 

 
 

 
 

）
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か わ 、 Ⅰ 、 Ⅰ子犬の 、 飼い主にたってあ げてください 0 
と き l2 月 20 日 ( 水 ) 午後 0 時 30 分一 ところ 遠 賀保健所 ( 水苔町吉田面 ) 
内 容 0 子犬の譲渡会 0 動物愛護教室 
米 個人の子犬の 持ち込みは受け 付けていません。 また、 子犬を持ち帰るときのダンボールなどは 各自で 
こ 用意ください。 
問い合わせ 遠 賀保健所衛生課 呑 2 0 l 一 4 l 6 l へ 
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八
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 午
後
１
シ
ョ
ン
ま
で
お
 

越
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く
だ
さ
い
。
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㈲
⑥
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健
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役
場
 

対
地
悪
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に
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ク
ッ
キ
ン
グ
「
予
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他
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中
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公
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t 2 日の行事予定 

    
女正月の納期 

0 国民健康保険 税                         7 期分 り 2 月 25 日 ) 
大型 家庭ごみ収集日程 

0 国民年金保険料                                                       l2 月分 
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有料シールを 添付してください グ 

し 

の 
@ 
金 涛 各種相談 

@@ @ 
ご 出 大 込 取Ⅰ 木 三吉、 上高倉、 三吉団地板塀、 高倉 山田、 塚原、 

金 東 高 場 、 鍋田、 南高場、 西高場     
さみは さ 2 こ + 法律相談 ( いこいの 里 ) 
いに 白 い 日 土上海老 戸 切 、 戸 澤 切 、 古谷、 龍三団地 戸 切 百合野山田 峠   

元ハ 8 日 ( 金 ) . 22 日 ( 金 ) 、 l3 : 30-l6 : 30 
で Ⅹ電話予約が 必要です。 容 283-2940 へ 。 つ宅                     

いま ま 
本 吉木、 西黒山、 東黒山、 高塚 

  だれ 0 行政相談 8 日 ( 金 ).22 ( いこいの 日 ( 金 ) 里 、 ) Ⅱ 30-16:00 
か 0 人権 相談 ( いこいの 里 ) 
0 8 日 ( 金人 l3 : 30 一 l6 : 00   

土場 新松原 lll 、 波津   原 、 内浦、 元松原、 手 打 、 l   
ために + 教育電話相談 容 282-4884( 毎週月・ ( 教育委員会内 水 ・金曜日》 )     更 金 野間 （ 3 4) 、 西山田 

男女休日・夜間の 当番 臣 
  

か 土 @ 茅原、 南山田、 東山田、 緑 ケ E 
り 遠賀郡消防署 呑 293-1231 へ     
( そげ )l+ ￥、       診 揺してもらえる 当番ぽを 孜 )   
                                          平成り年Ⅱ 月 25 日号 

方 - 
を                 -T ヒ旭 東、 旭 中 、 旭 西 、 高尾、 仏国通り   松ケ台 、 旭 市 
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リ
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同
前
 累 

年
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年
計
 

今
案
 

-
 

月
 
9
 

事故件数 ( 件 

  O の中 手打 力 多の て、権 ｜ ： 山 ノ "! % へ -- Ⅱ ても、 壕族 が 勢力基 庄の 賀 野は、 す， 0 と 壕 の上 - 藩政朋 手打 とを 地名も 地名 る た堀口 がれて 広大な 中園、 の尾 倣 前号 で手 複野 "  t. 」幸 皿 --.  l%@  計忙里 あ で はい屈垣跡 "" で 
数 のがや雄ら手と 角地え居姿のし 七出 油 モ % / を瑛 人口 @30,991A・ 毒族 敷 を 

  
世帯数… 10 ， 729 世 制 +  25)     考えた そのうち 49 世帯は外国人世帯 圧の ある 麻 く - 0 こ う を含 芦屋で " 作し流通 河口１ あ ー ! 支ニ 鋤 や 鐘や は 、 であ @" Ⅰ、 - する 鋳ル 屋」との頭領 ・片屋町 藤 駿河 在住の ，メ ・ - 紺 l ） 出生 ) Ⅱ九死亡… は前月との比較 30 人 頭領   

                                                                夢                                                                                               

  
のでさ 寅 川湯 叶か                                                         

」 
、 。 宗子女・ 迎   

健 ， ごもで   
    -- 官 ・礼文よな 人ピ う ｜ とも 奪 く し ほ 。 克 ! @ は 上 T 、 糸律 己畜 る 、、 家老 ・Ⅹ・ 吉田 ， l 亜 ! 

死亡者数 ( 人 

重傷者数 ( 人 

軽傷者数 ( 入 

、 火災ⅠⅠ り 

火災の再 い 合わせ 

遠賀郡消防本部 
呑 293 一 392J 

ワ
 広
報
紙
を
編
集
・
発
行
し
て
い
て
 怖
 

い
こ
と
の
一
つ
に
、
発
行
 口
 過
ぎ
て
の
 

電
話
が
あ
り
ま
す
。
 

㏄
 月
朽
 日
号
が
発
行
さ
れ
て
数
日
が
 

過
ぎ
一
本
の
電
話
が
、
誤
字
・
脱
字
 ヮ
 

お
 叱
り
の
電
話
 0
.
 
と
思
っ
て
い
る
と
 

特
集
「
守
っ
て
い
ま
す
か
飼
い
主
の
 
マ
 

ナ
ー
」
の
感
想
の
お
電
話
で
し
た
。
 

「
こ
う
い
う
問
題
は
、
継
続
し
て
 掲
 

載
 し
て
く
だ
さ
い
。
」
「
飼
い
主
が
マ
ナ
ー
 

を
 守
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
と
 

思
い
ま
す
。
」
な
ど
、
多
数
の
人
か
ら
 

の
 感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

先
月
目
の
編
集
後
記
に
も
書
き
ま
し
 

亡
が
、
 
飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
の
 

一
員
と
し
て
、
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
飼
っ
 

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

ヮ
 こ
の
広
報
紙
を
編
集
中
、
私
も
父
親
 

に
な
る
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
予
定
 

日
を
過
ぎ
て
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
 大
 

丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
つ
つ
、
こ
の
 

日
を
迎
え
ま
し
た
。
 

妻
の
手
を
握
っ
て
応
援
、
待
ち
に
待
っ
 

た
 第
一
子
の
誕
生
で
し
た
。
生
ま
れ
て
 

「
 
方
 ギ
ャ
ー
」
と
泣
い
て
い
る
子
ど
も
 

の
 顔
を
見
て
 ホ
ッ
 と
し
、
で
き
れ
ば
 男
 

の
子
が
良
い
な
と
思
っ
て
い
た
私
は
 

視
線
を
お
と
し
て
さ
ら
に
 ホ
ッ
 と
し
ま
 

し
た
。
「
男
の
子
」
で
し
た
。
 

こ
れ
で
私
も
父
親
一
年
生
、
さ
ま
ざ
 

ま
な
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぽ
い
に
な
り
 

目
頭
が
熱
く
な
る
一
日
で
し
た
。
 名

の
 ）
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